
 

                                                                        

 

 牧が丘だより 

 

   校訓 自主の精神 

令和2年度第1号   

令和２年５月11日発行 

  編集・発行 教頭 三田紀代美 

真岡市立中村中学校 学校だより 

 
今は大切な人を守るため…中学生として自覚ある行動を。 
 

 今回の定期異動により真岡市教育委員会より異動して参りました、校長の古澤英明です。 

歴史と伝統のある本校に着任できたことを嬉しく思い、３３９名の生徒・３４名の教職員が力を合わせ活気

に満ちた中村中学校を目指す所存です。 

 しかし、新型コロナウイルス感染症対策として、新学期スタート３日で再び休校を余儀なくされています。

不安やストレスを少しでも払拭できるよう、そしてよりよい教育活動が展開できるよう、保護者・地域の皆

さまと一体となり学校経営を推進してまいります。ご理解・ご協力をお願いいたします。 

４月８日始業式における校長式辞を簡略し紹介いたします。 

【校長式辞】 

１ 大切な人を守るための行動を 

   今、日本でも世界でも、未知のウイルスに対して人類が力を合わせ何とか感染を防止しようとしていること

は十分に分かっていると思います。効果的なワクチンの開発にも全力が注がれていますが、決定的な治療方法

が確立されていないのが現状です。今世界では、大切な人の命を守るためみんなで力を合わせる状況が必要だ

ということを理解してもらいたい。何にも代えがたい最も大切なのは「命」だということを強く思ってくださ

い。 

２ 授業に向かう心と形の準備を 

  学校が再開されたイメージを描いて、臨時休校中は時間を有効に活用してください。学校の命ともいうべき

「授業」に向かう「心」と「形」と整え日々の授業に臨んでください。 

決して受け身にならず自ら学ぶ意識・意欲をもって取り組むことを期待いたします。 

 
学校教育目標 

 
自主 自主的に学習し生活する 

創造 発想を広げ創意工夫する 

奉仕 広い視野に立って、思いやりの心で行動する 

 
 
 
 

生徒の     中村中学校 
 
   伸ばす力     教 師 像 
               

                                      

 

 
 
 

 
 

魅力的な教育                    教育活動を 

               学校運営         実践する 

活動の展開                     教職員組織 

                     

 
 
                            ＜校長 古澤 英明＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

生涯学習の視点 


